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企業・団体等の概要

SDGsの達成に向けた取組①

上記取組によりめざす姿

めざすゴール

11：住み続けられるまちづくりを;12：つくる責任つかう責任;13：気候変動に具体的な対策を;14：海の豊かさを守ろう

ウォータースタンド株式会社

桜木町４－４６３

代表取締役　本多均 048-657-6731

https://waterstand.co.jp/

　 不動産業、物品賃貸業　

　ウォータースタンド株式会社は水道水を活用した浄水型ウォーターサーバーのレンタル事業に従事しています。弊社が
サーバーの所有権を持ち、設置工事・定期メンテナンス・フィルター交換・機種変更など全サービスを弊社が実施し、本体
の使用期間長期化、使用後部品の再利用、適切な廃棄・リサイクル管理を行なっています。また、使い捨てプラスチックボト
ル削減を目指し、全国70以上の地方公共団体と協定を締結しています。

地方自治体と使い捨てプラスチック削減に向けた協定を締結し、マイボトルに給水を呼び掛け使い捨てプラスチックボト
ルの削減に取り組む「ボトルフリープロジェクト」を推進。

「ボトルフリープロジェクト」の活動は、地域住民・事業者などステークホルダーへ環境保全に向けた意識を浸透し、廃棄物
処理にかかる費用を削減することで地域財源の有効活用につなげ、自然や景観などの地域資源維持を図るもので、地域
の特性を生かし活力を最大限発揮することを目指す「地域循環共生圏」の考え方に添うものです。

https://waterstand.co.jp/


SDGsの達成に向けた取組②

上記取組によりめざす姿

めざすゴール

SDGsの達成に向けた取組③

上記取組によりめざす姿

めざすゴール

志摩市を活動場所とした地域課題の解決に資する取組実績

令和5年7月1日 現在

３：すべての人に健康と福祉を;６：安全な水とトイレを世界中に;12：つくる責任つかう責任;13：気候変動に具体的な対策
を;14：海の豊かさを守ろう;17：パートナーシップで目標を達成しよう

　弊社がミッションにおいて掲げる使い捨てプラスチックボトル30億本の削減は、SDGsの複数のゴール達成に関連して
おり、課題を統合的に解決するためには業種を越えた企業をはじめとする団体同士の共創が不可欠です。
弊社は、パートナーシップを結ぶ団体と多様な知見を持ち寄り、相互に持続的な成長を遂げつつ、サステナブルな社会の
実現に貢献することを目指しています。

・ウォータースタンド設置台数から使い捨てプラボトル削減本数・CO2排出抑制量を推計し開示しています。事業の持続的
な成長が環境負荷軽減につながるSDGs経営を実践しています。

弊社、ウォータースタンド株式会社は、使い捨てプラスチックボトル30億本削減を目的とする「ボトルフリープロジェクト」
を推進しています。2021年4月に協定を締結した志摩市をはじめ、多様なステークホルダーと連携し水道直結ウォーター
サーバー「ウォータースタンド」から「マイボトル」への給水を呼びかけています。この取り組みを通じ、水分補給による健康
の維持に貢献するだけでなく、誰もがアクセスできる水道水を活用し消費にかかるプロセス全体でCO2排出や環境負荷
を軽減し、持続可能な社会の実現に貢献することを目指します。

学校に設置する「ウォータースタンド」は、環境問題について訴求するポスターや什器と併設し、マイボトルへの給水という
行動と知識を一体化する工夫をしています。また、「ウォータースタンド」を設置するだけでなく出前授業などを通じて弊
社の活動を伝える機会も設けています。

現在、世界中で多くの若者が気候変動対策を求めて声をあげています。また、子ども達はSDGsについて学んでおり、ミ
ライの地球環境を自分ごととして捉えています。未来の世代と「自分たちの行動がミライを変える一歩になる」という認識
を共有し、彼らの背中を押す存在になることを目指しています。

３：すべての人に健康と福祉を;４：質の高い教育をみんなに;12：つくる責任つかう責任;13：気候変動に具体的な対策
を;14：海の豊かさを守ろう;17：パートナーシップで目標を達成しよう


